
Ｎｏ．１ 

予算決算常任委員会総括質疑一覧 

１２月１１日（金） 

自民創生会１～３番/自民党こまつ４番/自民クラブ５番/ 

みどりの風６～７番/無会派８～９番 

※ 一問一答のため、議論の展開上、質疑内容が変更される場合があります。 

 

会派名 自民創生会                                                    

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

１ 新田 寛之 

１．やさしいまちづくりスマートバス停調査費 

・事業内容、スケジュール 

 ・整備候補地の選定基準、エリア等 

 ・市内路線数、バス停数 

 ・ハード整備について 

 ・ソフト整備について 

 ・ふれあいワゴン事業の経過 

 ・路線、バス停の拡大・縮小・見直しについて 

 ・今後の公共交通のあり方 

２ 南藤 陽一 

１．私立認定こども園・保育所費について 

（1）私立認定こども園及び私立保育所の教育・保育に関する環境向

上について 

 ・この予算の概要について 

 ・本市における待機児童及び年度途中の入所状況は 

 ・私立で働く保育士の定着率が低いそうである。この予算を用い

て処遇改善を含めた環境向上を検討していただけないものか、

所見を聞く 

３ 高野 哲郎 

１．仙叟屋敷ならびに玄庵管理運営費について 

 ・内容 

 ・裏千家淡交会第 45 回北陸・信越地区大会 

 ・小松市の全面的な協力を 

 ・来訪者の皆様に向けて、文化のまち小松ＰＲの絶好の機会に 

 

 

 

 



 

Ｎｏ．２ 

会派名 自民党こまつ                                                    

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

４ 二木 攻 

１．やさしいまちづくりスマートバス停調査費 

（1）バス路線、バス停について 

 ・バス運行路線数、バス停の数 

 ・バス運行路線運行費補助金額 

 ・バス停設置の責任は誰か 

 ・バス利用者数 

 ・費用対効果 

（2）スマートバス停の機能について 

 ・調査期間は短くないか 

 ・設置するバス停の基本的要件は何か 

 ・導入システムの概要 

２．サイエンスヒルズこまつ費 

（1）ひととものづくり科学館管理運営費 

・寄附金の使途 

 ・財源内訳について 

 ・支出内訳について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｎｏ．３ 

会派名 自民クラブ 

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

５ 出戸 清克 

１．農地集積推進費 

（1）事業のねらい、目的 

 ・助成の内容は 

 ・事業のしくみについて 

（2）支援制度の内容 

 ・新規就農者への支援 

 ・地域に対する支援 

 ・貸し手に対する支援 

（3）小松市の取り組みと進め方 

 ・担い手と農業後継者育成の進め方について 

（4）小松市農業の将来像について 

 ・市は農業の将来をどのように考えているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｎｏ．４ 

会派名 みどりの風 

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

６ 杉林 憲治 

１．水道施設・管路安全対策について 

 ・県水受水費の影響額について 

   平成 27 年４月から県水の責任水量が現行の 70％から 60％に

なった 

 ・自己施設稼動による影響 

 ・耐震化工事内容について 

   県水受水費の軽減により施設の耐震化・老朽化対策を推進す

ることだが、その内容は 

    丸の内配水場耐震化工事の内容 

    今後、予定している花坂配水池の耐震化工事の内容 

    石綿管工事について 

 ・今後の水道事業の取り組みについて 

７ 浅村 起嘉 

１．やさしいまちづくりスマートバス停調査費について 

（1）調査内容や機能はどうか 

 ・整備候補地は 

 ・５年計画については 

 ・バスロケーション検索システムとは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｎｏ．５ 

無会派 

順番 質疑者氏名 質 疑 通 知 要 旨 

８ 木下 裕介 

１．選挙費について 

 ・内容について 

 ・選挙公報等について 

９ 片山 瞬次郎 

１．放課後児童クラブ運営費 

（1）運営費加算項目の追加 

 ・加算項目追加の概要 

 ・当初の基準と新たな基準 

 ・処遇改善内容について（加算項目を含む） 

 ・放課後児童支援員等の研修関係について 

 


